
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会 議 記 録  

高松市附属機関等の設置、運営に関する要綱の規定により、次のとおり会

議記録を公表します。 

 

会  議  名  令和２年度 第３回 高松市行財政改革推進委員会 

開催日時  令和２年８月２５日(火 ) 9 時 30 分～ 11 時 30 分 

開催場所  高松市役所 ３階 ３２会議室 

議     題  

令和２年度高松市外部評価（第１日目） 

(１ )花いっぱい推進事業（フラワーフェスティバル） 

(２ )高齢者等交通安全啓発推進事業（交通安全フェア） 

(３ )非行防止活動事業 

(４ )少年教育推進事業  

公開の区分    ■  公開   □ 一部公開   □  非公開 

上記理由   

出席委員  
石川委員、肥塚委員、近藤委員、関委員、竹内委員、 

角田委員、奈良委員、西村委員、人見委員 

傍  聴  者       ０  人   （定員 ２０ 人） 

担当課及び  
連絡先  

人事課行政改革推進室 

839－ 2160 

    
審議経過及び審議結果  

令和２年度高松市外部評価（第１日目） 

 
(１ )  花いっぱい推進事業（フラワーフェスティバル）  
(２ )  高齢者等交通安全啓発推進事業（交通安全フェア）  

 判定結果  縮小  

 

評価の趣旨  フラワーフェスティバルについては、「新しい生

活様式」に対する新たなイベント実施方法を検討す

べ き で は な い か 。 ま た 、 交 通 安 全 フ ェ ア に つ い て

は、交通事故の多い高齢者層を集客できるような内

容に工夫をしてはどうか。「新しい生活様式」に対

応しながら、予算規模を縮小して事業を実施できる

よう両課で検討してほしい。  

 

その他の意見等  ・交通安全フェアは、特に交通事故が多い高齢者向

けの内容を充実させてはどうか。  
・コロナ禍においては、集客するのではなく、違っ

た方法で事業を実施することも検討する必要があ

るのではないか。  

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(３ ) 非行防止活動事業 

判定結果 改善 

評価の趣旨 いじめ等の相談活動の対応方法については、ＳＮＳ

の活用により相談しやすい窓口をつくるなど、当事者

の視点に立った方法を検討する必要がある。また、補

導活動は、地域の実情や非行の現状に合わせた対応方

法を検討するとともに、学校と連携して、その在り方

を考えることも必要である。 

その他の意見等 ・ＳＮＳを活用した相談しやすい窓口を検討してはど

うか。 

・子どもたちが外出している機会が減っている中で、

非行の現状に対応した補導の在り方を考える必要が

あるのではないか。 

・外部委託や学校との連携など、予算をかけずにうま

く周知する方法を検討してほしい。 

・各事業を実施している団体との関係や構造的な問題

を見直すことも必要である。 

 

(４ ) 少年教育推進事業 

判定結果 改善 

評価の趣旨 子ども会・育成会の担い手の育成方法を検討してほ

しい。また、子ども会を活性化させるために、学校や

自治会を始め、コミュニティ協議会などの他団体と協

力し、より効率的で効果的な運営・実施ができるよう

検討が必要である。 

その他の意見等 ・ 子 ど も 会 運 営 が 保 護 者 に と っ て 負 担 と な っ て い る

中、子ども会を今後活性化させるために、コミュニ

ティ協議会と連携するなど、地域ごとで考えてもら

う必要がある。 

・働く女性が増えてきていることもあり、子ども会の

担い手が不足している現状を踏まえた課題解決に取

り組んでもらいたい。 

 


